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研究成果の概要：多民族多文化社会として知られるアメリカ合衆国ロサンゼルス大都市圏を研

究対象として、現地におけるフィールドワークに基づいて、移民の流入と適応戦略、エスニッ

クタウンとエスノスケープ、都市構造の動態を調査研究した。都市構造の変化における移民の

役割、そしてダイナミックなロサンゼルス大都市圏の地域像が明らかになった。多民族多文化

社会に関する理解を深めるうえで地理学的な基礎研究が重要であることが再認識された。 
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１．研究開始当初の背景 
 
 近年の日本では、地理学を含めた多様な研
究分野において移民に関する研究が盛んに
なっている。しかし、研究者は個人的な関心
に基づいて、独自の研究法によって、さまざ
まな地域を対象として研究を進めており、認
識を共有した研究グループによる共同研究
は少ないのが現状である。また、移民を研究
する場合、特定の移民集団を研究対象として、
移民を送り出した母国の文脈において分析
がなされてきた。例えば、アメリカ合衆国の
日系移民は、移民を送り出した近代日本とい
う文脈で研究されることが多かった。しかし、

こうした従来の移民研究では、移民がホスト
社会で演じる役割を理解することはできな
いし、地域としてのホスト社会の動態を分析
することもできない。移民・エスニック研究
の蓄積が進む中で、地域という枠組みによる
考察の欠落が指摘できる。また、近年の都市
研究では、移民・エスニック集団を含めた住
民の属性や生活文化への関心は依然として
限られている。都市は経済活動の空間である
と同時に人びとの生活空間でもあり、都市の
生活様式と文化には顕著な多様性が認めら
れる。以上のように、移民・エスニック集団
と都市研究に関しては、地理学および隣接諸
科学において解決すべき課題が多く残され
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ている。 
 
２．研究の目的 
 

現代の世界において多民族多文化の共生
は人類にとって重要な課題である。多民族多
文化の共生のあり方を検討するための前提
となるのが、詳細な事例研究の蓄積である。
地理学は、移民社会とホスト社会が作り出す
地域のダイナミックな現実を地域という文
脈において説明することによって、人類の持
続的発展と多民族多文化の共生に貢献する
こることができる。 

このような前提の下で、私たちは、多民族
多文化社会のグローバルな比較研究を最終
的な目的として、3 つの研究のステージ（単
一の大都市圏スケールの研究、国家スケール
の研究、グローバルスケールの比較研究）を
設定した。第一ステージである本研究は、多
民族多文化社会として知られるアメリカ合
衆国を取り上げ、多民族多文化現象がもっと
も顕著な形で表出しているロサンゼルス大
都市圏を研究対象とした。 

さまざまな移民集団に光を当て、それらの
集団がホスト社会といかに相互作用し、ホス
ト社会という文脈に経済的ニッチと空間的
ニッチを築いてきたのかについて、都市構造
の変化という地域的枠組みにおいて研究す
る。そして、エスニックモザイクとしてのロ
サンゼルス大都市圏の特徴を明らかにする。
具体的には、生活と経済活動の場としての大
都市圏の都市構造、それぞれの移民集団が採
用した適応戦略、移民社会とホスト社会の動
態的関係、その結果として表出したエスノス
ケープについて、地理学の観点から研究する
ことを目的とした。 

本研究には、地理学の異なる分野で業績を
有する 8名の研究者が参加した。研究代表者、
研究分担者、連携研究者は、アメリカ合衆国、
カナダ、ラテンアメリカ諸国、ヨーロッパ諸
国、そして日本において、移民・エスニック
集団、都市構造、人口問題に関して研究を続
けてきた実績を持つ。上記の研究目的を達成
するために最適な研究チームを結成するこ
とができた。 
 
３．研究の方法 
 
 ロサンゼルス大都市圏という多民族多文
化社会を研究するために、具体的には次の 3
つの調査課題を設定し、現地におけるフィー
ルドワークを実施した。 
（1）ロサンゼルス大都市圏の形成と都市構
造の変化に関する調査研究：都市化・工業化
のプロセスと大都市圏の形成過程、人口の流
入・流出パターン、産業構造の変化とインナ
ーシティ化・郊外化の進展、郊外型のビジネ

スパーク・ショッピングモール・工業団地の
立地動向、インナーシティの再生過程、人種
民族による住み分けとエスニックタウン、ゲ
ート付閉鎖型住宅地に代表されるような都
市における住み方について検討した。 
（2）ヒスパニック・アジア系・ヨーロッパ
系移民に関する調査研究：移民集団の適応戦
略を就業構造・居住空間・民族組織に着目し
て明らかにした。移民集団の住み分けを空間
的に把握し、エスノスケープの景観的特徴及
びエスノスケープが形成・維持されるメカニ
ズムを検討した。新移民の流入と移民の高齢
化に着目して、移民社会の持続性について検
討した。 
（3）エスニックモザイク都市としてのロサ
ンゼルス大都市圏の地理学的特徴：上記の調
査結果に基づいて、多民族多文化都市として
のロサンゼルス大都市圏の特徴を地理学的
に考察し、都市構造モデルを検討した。 
 
４．研究成果 
 
（1）ロサンゼルス大都市圏を含む南カリフ
ォルニアにおいて、18 世紀から 19 世紀にお
ける都市の起源と発達を検討することによ
って、都市化のプロセスの概要が明らかにな
った。また、南カリフォルニアの都市化の進
行と地域変化について、南北アメリカにおけ
るヨーロッパ文化圏の拡大と 3つの経済文化
地域の形成および変化の観点から解釈する
ことができた。 
（2）アメリカ時代になってからのロサンゼ
ルスの都市構造の変化について、アメリカ都
市の萌芽期（1848～1869 年）、健康ユートピ
アの発展期（1870～1899 年）、総合的工業都
市の形成期（1900～1939 年）、工業発展と郊
外化の進展期（1940～1969 年）、産業構造の
変化と都市の分裂化の進行期（1970 年以降）
に時期区分して検討し、都市構造の変化を模
式図で示すことができた。また、移民の流入
に伴う多民族多文化化が進行した 1970 年代
以降について、エスニック現象を都市構造に
位置づけることができた。 
（3）合衆国 2000 センサスに基づいたロサン
ゼルス大都市圏の人種民族地図帳を用いて、
住み分けパターン、エスニックエンクレーブ
の分布と意義について確認することができ
た。また、ロサンゼルスおよび他のアメリカ
合衆国の大都市圏を対象として、エスニック
集団ごとの人口動態や居住地移動に関する
近年の研究成果を検討した。ロサンゼルス大
都市圏ではエスニック集団の郊外化の進展
や住み分けの弱まりが認識された。エスニッ
ク集団の居住地がインナーシティから郊外
の良好な住宅地へと拡散しつつあり、インナ
ーシティにおける居住が自主的な選択の結
果であることが少なくないことから、旧来の



 

 

都市内居住分化モデルの見直しが必要であ
ることが明らかになった。 
（4）日系移民社会の伝統的な中心地である
リトルトーキョーと周辺地域を対象として、
土地利用と業種構成、エスニック景観の形成
過程、日系社会の社会的活動について検討し
た。日本の景気低迷や日系企業・日本人観光
客の減少により、非日系経営店舗や空き店舗
が増加し、商業活動の変化や停滞がみられる。
一方、市のコミュニティ再生計画によるエス
ニックシンボルの創出、都心再開発計画、地
下鉄路線化施設に伴う新たな日系コミュニ
シティ施設の建設が開始された。エスニック
タイとして存在してきたリトルトーキョー
の役割や意味が大きく変容しつつあること
が明らかになった。 
（5）第二次世界大戦後の日系社会と日系文
化継承の変化および特徴について、日系職業
団体として最も規模が大きい南加庭園業協
会と日系ガーデナーを中心に調査を行った。
その結果、当協会および日系ガーデナーは、
エスニック景観の創出と文化継承・普及に大
きな役割を果たしたと同時に、日系社会にお
いて経済・社会・文化的な維持機能を担って
きたことが明らかになった。 
（6）日系社会では日系移民の高齢化が急速
に進行しており、エスニック集団の高齢化を
検討する際に重要な事例となる。リトルトー
キョーを中心として日系高齢者を対象とす
る団体・組織を調査した結果、日系高齢者の
多様な活動のタイプと活動の場を提供する
コミュニティセンターの存在、そしてそれら
の団体・組織の活動の空間的広がりが明らか
になった。また、日系社会の郊外化が進展す
る中で、リトルトーキョーを拠点として活動
する組織の役割ならびにこの伝統的なエス
ニックタウンの重要性が再認識された。 
（7）中国系はロサンゼルス大都市圏におい
て古くから存在するアジア系集団である。ロ
サンゼルス市中心部のオールドチャイナタ
ウンと郊外のニューチャイナタウンには大
きな差異が存在することが明らかになった。
オールドチャイナタウンではインドシナ系
華人の流入が著しい。一方、モントレーパー
ク、そしてさらに東方の東サンゲイブリエル
バレー方面には、富裕層の華人の居住地が形
成されている。中国系の継続した流入によっ
てもたらされる、チャイナタウンのダイナミ
ックな変化と形成が明らかになった。 
（8）ヨーロッパ系の中でドイツ系は大きな
人口を有している。移民集団としてのドイツ
系住民に着目すると、高いモビリティと高い
社会経済的な水準のゆえに、集住傾向はほと
んどみられない。ドイツ系住民は、所得水準
や教育水準によって居住地を選択する。一方、
近年では伝統文化や建築景観などを用いた
自己アピールを行うグループも現れ、エスニ

ック集団としてのアイデンティティを意識
した動きもみられることがわかった。 
（9）ロサンゼルス大都市圏の都市構造と移
民社会をヨーロッパの事例と比較した。その
結果、モータリゼーションの影響、郊外化に
よる都心部の空洞化にと伴う貧困層の集積、
行政による弱い規制、歴史的ランドマークの
存在などの点において、ロサンゼルスはドイ
ツの都市構造・移民社会とは異なることが明
らかになった。そして、国際的な比較研究の
重要性が示唆された。 
（10）ヒスパニックは特定地域に集住する傾
向が強く、エスニックエンクレーブにおいて
は出身地のメキシコの都市景観を再生産す
る。この景観は一般に住民のエスにシティの
表象として無意識的に生産されるが、意図的
に生産され修景されたメキシコ系景観も存
在する。オルベラ街を中心とするエル・プエ
ブロ歴史地区の景観分析を通じて、この空間
がロサンゼルスの都市空間とエスノスケー
プを論じるうえで極めて重要であることが
明らかになった。 
（11）ロサンゼルス南郊の土地利用変化と都
市化の進展を把握するために、ガーデナ市と
トーランス市を対象として調査を行った。空
中写真を用いた土地利用の変化と聞き取り
調査により、住宅化・工業化の進展、日系の
花植木生産者の減少と農地の残存形態を検
討した。高圧送電線下に帯状に残存する鉢物
生産という特異な都市景観の存在とその存
立条件が明らかになった。 
（12）ロサンゼルス大都市圏の南東部に位置
するアルテジア市を対象として、土地利用の
変化とエスニック社会の形成について検討
した。近郊農村として発展したアルテジア市
は、第二次世界大戦前には酪農業の中心地と
なった。しかし、1950 年代からの都市化に伴
って酪農業は衰退し、住宅、工場、流通施設
が建設された。パイオニア街を事例として詳
細な土地利用変化を検討した結果、酪農地帯
が、リトルインディアと呼ばれるインド人商
店街に変化した詳細な過程が明らかになっ
た。そこには、過去の土地利用の痕跡とエス
ニック集団の居住が認められ、多文化社会が
構成されていることも明らかになった。 
（13）ロサンゼルス大都市圏の構造を具体的
に把握するために、大型ショッピングセンタ
ーの立地展開を検討した。1940 年代後半に最
初のショッピングセンターが建設してから、
都市化・郊外化の進展や生活様式の変化を反
映して、大型ショッピングセンターが発展し
たプロセスが明らかになった。61 か所のショ
ッピングセンターについて、都市型、都市再
開発型、公害型、超郊外型に分類し、店舗構
成の地域性と、特定の店舗を指標として用い
ることができる。都市構造を検討するうえで、
ショッピングセンターが重要な要素となる



 

 

ことが確認できた。 
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